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HE染色像をもとに、組織計測を行なった。低酸
素暴露解除１週後の頚動脈小体（短径：354.9±
26.5㎛、長径：511.9± 106.3㎛）は低酸素暴露解
除時（短径：485.2±16.7㎛、長径：760.9±30.0㎛）
に比べ既に有意に（p<0.005）に減少していた（図
１）。コントロール群の頚動脈小体（短径：329.0
±36.0㎛、長径：439.7±28.5㎛）に比べると依然
としてやや大きい傾向を示したが（図１）、低酸
素暴露解除４週後（短径：329.0±21.3㎛、長径：
455.8±30.5㎛）および低酸素暴露解除８週後（短
径：326.0±10.5㎛、長径：442.5±34.8㎛）では、
よりコントロールレベルの頚動脈小体の大きさに
まで戻った（図１）。
頚動脈小体内の血管径（短径）を測定したとこ
ろ、既に低酸素暴露解除１週後で著明な血管径の
縮小傾向か認められ、低酸素暴露解除８週後でほ
ぼコントロールレベルにまで戻った（図１）。直
径５㎛以下の小血管は、低酸素暴露解除時（低酸
素暴露８週間）で約18.3％であったが、低酸素暴
露解除１週後で35.1％、２週後で34.5％、４週後
で40％、解除８週後で45.1％に増加した（図２）。
直径 10㎛以下の小血管も同様に増加傾向を示し
た（図２）。 一方、 低酸素暴露解除１週後以降、
直径 20㎛以上の比較的大きい血管は減少傾向を
示し、20％以下であった（図２）。
低酸素暴露解除１週後の頚動脈小体で、血管径
の縮小を伴う小体の著明な回復が認められたこと
から、低酸素暴露解除直後に形態的適応が始まり、
暴露解除４週後から８週後にかけてはほぼ正常環
境下の形態像に戻ることが明らかとなった。頚動
脈小体は呼吸および循環調節をする器官であるの
で、本研究課題により得られた結果は、高地トレ
ーニング終了後の効果の有効期間を推測するうえ
で極めて重要な基礎データを提供するものであ
る。
本研究は国士舘大学体育学部体育研究所・平成
19年度研究助成ならびに文部科学省・平成 19年
度科学研究費補助金（基盤研究C）により行なわ
れた。
図１　低酸素暴露解除後のラット頚動脈小体の動態.
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図２　低酸素暴露解除後のラット頚動脈小体内の血管の動態.
